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    出張報告書 
 
                    平成 29 年 1 月 24 日 
 
 
 
   市議会議長 岸田 厚 様 
 
 

             会 派 名              公 明 党 

             代表者氏名  友永 修   
 
              

下記のとおり報告します。 
 

記 
 

  １ 目  的 宮バス・宮タク及びでまんど相乗りタクシーについて 

  ２ 出 張 先 静岡県富士宮市、群馬県前橋市 

  ３ 出張期間  平成 29 年 1 月 19 日～平成 29 年 1 月 20 日 

  ４ 出張者氏名 友永修、桑原佳一、米田貴志、岩崎雅秋、南加代子 

  ５ てん末報告 別紙の通り 



公明党（会派）行政視察レポート 

報告者 桑原 佳一 

 

視察先 富士宮市 テーマ ① 宮バス②宮タク 

日  時 平成２９年１月１９日（木）１３時００分～１５時００分 

市政市政市政市政のののの課題課題課題課題のののの解決解決解決解決にににに向向向向けてけてけてけて、、、、参考参考参考参考になるとになるとになるとになると思思思思われることとわれることとわれることとわれることと考察考察考察考察についてについてについてについて    

① 背景：平成１７年度に財政危機宣言、財政健全化計

画の実施により事業のスクラップ＆ビルド、事業費

や補助金は増額なし、新規事業はゼロ予算 

宮バス：路線バス補助金の有効活用し公共施設、医

療施設を巡回しバス停オーナー制度による収入確保

を行い、市民・交通事業者・行政による自らの公共

交通の構築により実施可能になった。１乗車２００

円で導入後は利用者が１日２５人から１００人、市

の負担が４３０万から０円になった。                        

② 背景：①に加えて補助金による路線バス維持を中止、

赤字バス路線の補助金の範囲内で新交通システムを

計画 

宮タク：高齢者等が必要な時に必要な場所に移動で

きるデマンド型乗り合いタクシーを運行 

会員登録制、完全予約制で１乗車２００円～１００

０円、平日運行で午前７時１０分～午後５時２０分 

利用者が１日１８人（バス）から２４人、市の負担

が３００万から２００万になった。 

本市においてもローズバスの委託費や路線バス補助

金を活用して新システムを構築するべきと考える。 
 

 



公明党（会派）行政視察レポート 

報告者 桑原 佳一 

 

視察先 前橋市 テーマ マイタク 

日  時 平成２９年１月２０日（金）１０時００分～１２時００分 

市政市政市政市政のののの課題課題課題課題のののの解決解決解決解決にににに向向向向けてけてけてけて、、、、参考参考参考参考になるとになるとになるとになると思思思思われることとわれることとわれることとわれることと考察考察考察考察についてについてについてについて    

背景：運転免許自主返納者、高齢者、障害者、妊婦

等のおでかけの機会を提供するため 

マイタク：でまんど相乗りタクシーで事前登録制で

ある。利用するときは自らタクシー会社に電話して

利用する。登録者が複数利用で１人１乗車につき５

００円を支援、一人で利用すると運賃の半額で上限

が１０００円、年間１．４億円が市の負担となる。 

本市においてもローズバスの委託費や路線バス補助

金を活用して新システムを構築するべきと考える。 
 

 


